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地域包括ケアシステムの構築が推進され、超
高齢社会における医療・看護サービスの需要は
増大しています。さらに、医療の質に対する国
民意識の高まり、ウィズコロナ・ポストコロナ社
会、自然災害等に加え、医療技術の高度化や
DX化、グローバル化といった進化する状況への
対応など、医療を取り巻く状況は大きな変革期
を迎えています。このような変化に対応すべく、
誰もが学び続け、生涯にわたって活躍していけ
る社会の実現に向けた社会人の学び直し、すな
わちリカレント教育への期待が高まっています。

こうしたなか本学では、文部科学省 令和３年

度「DX等成長分野を中心とした就職・転職支
援のためのリカレント教育推進事業」に申請しま
した「テーラーメイドカリキュラムにより潜在看護
師の希望を実現するリカレント教育プログラム」
が採択されました。この採択をうけ、2022年
7月に看護キャリアサポートセンターが設置され
ました。当センターは、変化する社会や制度、
そして複雑多様化する医療ニーズに応え、地域
社会に貢献できる看護人材の育成と看護職の
キャリア支援を目的としております。

さて、「テーラーメイドカリキュラムにより潜在
看護師の希望を実現するリカレント教育プログ
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ラム」は、看護師の資格を持ってはいるものの今
は看護の仕事に就いていない潜在看護師や非正
規雇用の看護師等に対し、就職・転職といった
キャリアアップ・キャリアチェンジに向けたプロ
グラムです。看護職をめぐっては、超高齢社会、
今般のCOVID-19への対応等、看護需要は増
大しています。しかし、その担い手である看護
職の人材不足は慢性化しており、日本看護協会
は70万人を上回るとも推計される潜在看護師
の再就職への働きかけに力を入れています。

しかしながら、潜在看護師の復職をめぐって
は、医療技術の進歩に対する不安、職場環境へ
の不安、医療事故への懸念、働き方に対する悩
みなど、多くの課題を抱えています。そこで当
センターでは、こうしたさまざまな課題に対応し
ていけるよう、学び直しの場を提供し、地域課
題に対応できる実力と自信を獲得し、希望する
職場への復帰が果たせるよう、個々のライフス

タイルや働き方に合わせたキャリアアップ支援と
テーラーメイド実践強化型カリキュラムを展開す
ることとしました。

2022年10月、第1期生を迎え、リカレント
教育プログラムがスタートしました。このプログ
ラムの特長は、看護倫理や看護技術などの基礎
科目のほか多くの選択科目を配置し、ICT 等さ
まざまな学習形態による授業展開、ハイブリッド
シミュレーターによる看護技術演習やデブリー
フィングによる課題分析、さらに多様な場での
臨地実習による看護実践力の強化です。さら
に、キャリアコーディネーターによる学習相談や
復職相談など、研修生一人ひとりへのきめ細や
かなサポート体制も整えてまいりました。また、
大阪府ナースセンターをはじめ、大阪府内の病
医院、施設等のご協力により就職相談会の開催
も実現しました。そして、約2か月間の研修を
終え、20 名の研修生が復職への第1 歩を踏み
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出すことができ、2023年7月現在、15名の
方が就職に至っております。

2023年6月には、文部科学省 令和４年度
「成長分野における即戦力人材輩出に向けたリ
カレント教育推進事業」である「エキスパート
HOMEナースを目指す人材育成プログラム
“OMPU-HOMEステーション学び場”」が採択
されました。このプログラムは、地域・在宅医
療の推進を背景に、訪問看護師に対し大学院で
の知見を活用した授業展開、学習者能動的参
加・実践型の授業展開、メンタルトレーニング
等を実施し、在宅ケアにおける実践力強化と、
現場における教育力強化を目指しております。
これまでの潜在看護師を対象としたリカレント教
育とともに進めてまいります。

本学大学病院、三島南病院、訪問看護ステー
ションには、専門看護師、認定看護師など、専

門的かつ高度な実践力をもつ看護師が多数おり
ます。また、看護学部には、教育研究者および
高度実践看護師（専門看護師・ナースプラクティ
ショナー）を養成する大学院があり、多彩な経験
をもつ教授陣が集まっております。こうした人
材を活用し、さまざまな課題に対応していける
よう、今後も看護職の皆さまに学び直しの場を
提供してまいります。学内外でご活躍されてい
る看護職の皆さま、再就職あるいは転職をご検
討の皆さまには、当センターの主旨をご理解い
ただき、ご活用いただきますよう、どうぞよろ
しくお願いいたします。

最後になりましたが、関係者の皆さまには、
本事業の遂行にあたりまして格別のご理解とご
協力を賜りましたことに心よりお礼申し上げま
す。今後ともより一層ご支援とご指導を賜りま
すよう何卒よろしくお願い申し上げます。

テーラーメイドカリキュラムにより潜在看護師の希望を実現するリカレント教育プログラム（2022年）
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